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「どんまい どんま～い」           他の月の「どんまい どんま～い」を見逃した方は金物ショップタケダのサイトからぜひ御覧下さい。 

失敗した時、がっかりした時、つらい思いをした時、落ち込まず再チャレンジ出来る様にとの思いで、あなたと私の心のかけ橋レターを送ります。 

毎月 1 回発行 発行編集責任者 武田英昭  ㈱タケダ   山形県山形市あかねヶ丘 3-18-1 電話：023-644-5633 FAX：023-644-5663 
金物ショップタケダ：http://www.ks-takeda.biz/ 
    

あなたにそして自分にも 

悔いのな

い生き方

をしたい

ですね♪ 

 

自分の身を守る事より、 

もっと大切なものがある！ 

 最近の国会での証人喚問の様子を見ていて、 

自分ならどうするかと考えてしまう武田英昭です。 

あれだけ国民が注目している場で、国の中枢にい

る官僚が自分の身を守る為に証言を拒否している

姿は見るに堪えないし、とても残念です。 

本人は自分の身を守っているつもりなのでしょう

が、逆に自分の心の中の罪の意識にさいなまれる

ようになるのではないでしょうか。 

そして回りの人の目が気になって、人の集まる場

所にも顔を出せなくなってしまうのではないでし

ょうか。 

これから先、一生死ぬまで自分の行為に後悔して

悩み苦しむのではないでしょうか。 

人は名誉も地位も何も無い時は、夢に向かって正

直に生きられるのに、名誉や地位が付いてくると 

自分の立場を最優先に考えて、自分の身を守ろう

としてしまいがちです。 

人の価値は名誉や地位ではなく、いかに正直に回

りの人の幸せの為に生きているかだと思うのです

が、プライドや名誉が邪魔をして、一番大切なもの

を見失っているように思います。 

プライドは自分が思い込んでいるだけで、回りの

人が賞賛しているものではないと思います。 

自己中心的なプライドをぬぐい捨てて、真っ正直

に生きて行きたいと思っています。 

商売においても、何かトラブルが起きると、まず

自分のミスが原因なのか、誰のミスなのかを先に

調べて、自分のミスでない事がわかると、ほっと

します。 

本当は、ミス探しよりもトラブルによって迷惑をか

けてしまったお客様の立場を最優先に考えて、き

ちんと対処してから、ミスの原因を調べればいい

のですが、どうしても、ミスの原因の方が気になっ

てしまいます。 

この行為も自分の身を守る方が先になっているの

かもしれません。 

肝に銘じておかなければならないと思います。 

これからもお客様の笑顔をイメージ出来るように

仕事をして行きたいと思います。       武田英昭 
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 ５月は連休も有り、気候も穏やかでリフレッシュ

するには最高の月ですね。 

花粉症の人は、まだちょっとつらい日が続きそうで

すが、外に飛び出してしっかり日光浴をして下さい

ね。 

私も５月は鹿児島と徳之島に出かけます。 

鹿児島では「西郷どん」大河ドラマ館や「維新ふ

るさと館」を見学する予定です。 

そして中日に徳之島に飛行機で行って同級生に会

ってくる予定です。 

今から会えるのを楽しみにしています。武田英昭                                                                                                                             



ご縁のあった、あなたに月に一度、お届けする感謝の気持ちをこめたレターです！   No.126 平成 30 年 5 月号  
 

 
“どんまい どんま～い”を読んでいかがだったでしょうか。「あなた」の感想をお聞かせ下さい。 
電話 023-644-5633  FAX 023-644-5663  武田英昭までお願いします。 

 ㈱テラ陶板浴タケダのホームページが出来ました。料金改定してフリーパスもスタートします。 
㈱テラ陶板浴タケダ http://tera-takeda.com こちらも見て下さい。 

                                                      
 

社員の健康管理の一助に

歯周疾患検診を実施中  

職場定着支援助成金「健康づくり制度」の導入

に当って社員の健康診断の一環として、生活習慣

病の予防検診となる「歯周疾患検診」を今年から

毎年、社員全員を対象に受診するようにしまし

た。 

検診結果は、まだ全員終わっていないのですが、 

今まで受診したほとんどの社員に「要指導」の印

がついていました。 

私は異常なしに丸印がついていたので、日頃の歯

磨きの習慣が評価されたようで、ほっとしました。 

検診の一つとして、歯ぐきに針のようなものを刺

して出血するかどうかを調べるのですが、刺され

る度に「チク」として痛さをこらえなければなり

ませんでした。 

赤丸印が出血箇所ですが、私の場合も何か所もあ

りました。 

出血箇所は悪くなりつつあり、進行中との事でし

た。 

そして歯周ポケットと言われる歯と歯ぐきの間

の隙間を表す数字が私はほとんど「４」でした。 

４から６までの数字は初期から中期までの数字

で「３」以下は正常で健康状態だそうですが、「３」

以下の人はほとんどいないそうです。 

「７」以上の人は歯周病が進んでいる状態だそう

です。 

「４」という数字の意味は歯と歯ぐきの間の溝の深さ

が縦に４ミリあるのだそうです。 

私は、「３」以下でないので、がっかりしたのですが、

検診の先生の話では、年と共にこの溝は深くなって

しまうそうです。 

「武田さんの年齢では正常の範囲になりますね。歳

相応でこれも老化の現象ですよ。」と言われました。 

正常の範囲と言われたのはうれしいのですが、 

老化の現象と言われたのは、やはり老化を抑える事

は無理なのかと、ちょっとがっかりしました。 

それから、私は「口腔清掃状況」は良好でしたが

社員のほとんどは良好の次の普通でした。 

歯石の付着については、私は「軽度（点状）あり」

でしたが社員の中には中等度（帯状）以上ありの

人も半数位いました。 

私は最近、３度の食後に歯磨きをしているのです

が、それでも歯石は付着してしまうようです。 

これ以上は限界だと思いました。 

今回からの歯周疾患検診で、社員みんなが自分

の歯について指導された事をきちんと受け止めて

何か歯についての対応が変わってくれればいいなぁ

と思っています。              武田英昭                                                                                                                             




